いなか なつ てんき ひ こと 

それ は 田舎の 夏の いいお 天気の 曰の 事でした。 もう 

こがねいろ こむぎ あお からすむぎ ぼくじょう つ 

黄金色に な つ た 小麦 や、 まだ 青い 燕麦 や、 牧場 に 積 

あ ほしくさ づ み なが み 

み 上げられた 乾草 堆 など、 みんなき れいな 眺めに 見え 

ひ なが あか あし ある 

る 日でした。 こうのと り は 長い 赤い 脚で 歩き まわりな 

ははおや おそ みょう ことば しゃべ 

がら、 母親から 教わった 妙な 言葉で お喋り をして い 

ました。 

むぎばたけ ぼくじょう おお もリ かこ ま なか 

麦畑と 牧場と は 大きな 森に 囲まれ、 その 真ん中が 

ふか みず だま まった いなか 

深い 水溜りに なって います。 全く、 こういう 田舎 を 

さん ぼ ゆかい こと 

散歩す るの は 愉快な 事でした。 

なか こと ひ あた ばしょ かわち か きもち 

その 中で も 殊に 日当り のい い 場所に、 川 近く、 気持 

のい い 古い 百姓家が 〔# 「百姓家が」 は 底本で は 「百 性 家 



大きな 葉 を 見廻す のでした。 

「まあ、 世界って ずいぶん 広い もんだ ねえ ご 

あひるた ち いま たまご から す とき 

と、 子 家鴨 達 は、 今まで 卵 の 殻に 住んで いた 時よりも、 

み おどろ い 

あたりが ぐっと ひろびろして いるの を 見て 驚 いて 言 

±！ まお、 P 

いました。 すると 母親 は、 

なん まえた ち ぜんせかい おも 

「何 だね、 お前 達 これ だけが 全世界 だと 思って るの か 

い。 まあ そんな 事 は あっちのお 庭 を 見てから お 一一 まいよ。 

なに ぼくし はたけ ほう つづ こと 

何しろ 牧師さん の 畑 の 方まで 続いて るつ て 事 だから 

わたし さ ほう い 

ね。 だが、 私 だって まだ そんな 先き の 方まで は 行つ 

こと そろ 

た 事がない がね。 では、 もう みんな 揃った ろうね ご 

と、 言い かけて、 



〈 ちま，；" おお わ 

「おや！ 一番 大きい のが まだ 割れないで るよ。 まあ 

いったい ま ああ 

一体い つまで 待たせ るんだろう ねえ、 飽き飽き しち 

まった ご 

、- お， P す すわ 

そう 言って、 それでも また 母親 は 巣に 坐りな おした 

のでした。 

こんにち おこさま 

「今日は。 御子 様 はどう かね ご 

い とし あひる き 

そう 言いながら 年と つた 家鴨が やって来ました。 

いま ひと たまご 

「今ね え、 あと 一 つの 卵が まだ かえらな いんです よご 

おや あひる こた 

と、 親 家鴨 は 答えました。 

ほか こたち み 

「でも まあ 他の 子 達 を 見て やって 下さい。 ずいぶんき 

よ ちちおや 

りょう 好し ばかりでしょう？ みん あ 父親 そっくり 



わる い ほ 

悪い こと は 言わない から、 そこに 放ったらかし ときな 

はや ほか こたち およ おし ほう 

さい。 そいで 早く 他の 子 達に 泳ぎで も 教えた 方が いい 

よご 

「でも まあ も 少しの 間 ここで 温 めて いようと 思い ま 

すよ ご 

と、 母親 は 一 まいました。 

いま なが あたた す こ 

「こんなにもう 今まで 長く Si めたん ですから、 も少 

がまん なん 

し 我慢す るの は 何でもありません ご 

「そんなら 御 勝手に ご 

い す としょ リ あひる い 

そう 言い 棄 てて 年寄の 家鴨 は 行って しまいました。 

おお たまご わ 

とうとう、 そのうち 大きい 卵が 割れて きました。 



さ ははどり こどもたち 

ら きら 射して きました。 そこで 母鳥 は 子供達 を ぞろぞ 

みずぎわ つき とこ 

ろ 水際に 連れて来て、 ポシャンと 跳び 込みました。 そ 

して 〔# 「そして」 は 底本で は 「そし そ 匕、 グ ヮッ、 グヮッ 

な ちい ものた ち ま ね 

と 鳴いて みせました。 すると 小さい 者 達 も 真似して 

つぎつぎ と こ みず な か 

次々 に 跳び 込む のでした。 みんない つたん 水の 中に 

あたま みま でき 

頭が かくれ ましたが、 見る 間に また 出て 来ます。 そ 

やすやす あし した みず か わ みごと 

して いかにも 易々 と 脚の 下に 水 を搔き 分けて、 見事に 

およ まわ こ あひる 

泳ぎ 廻る のでした。 そして あの ぶきりょうな 子 家鴨 も 

いっしょ みず いっしょ およ 

みんなと 一緒に 水に 入り、 一緒に 泳いで いました。 

しちめんちょう 

「ああ、 やっぱり 七面鳥じゃなかった んだご 

と、 母親 は 一 まいました。 



あひる たい めいよ 

でだろう。 あり や あ 家鴨に とつち や あ 大した 名誉なん 

かた みうし よう き 

だよ。 つまり あの方 を 見失わない 様に して みんなが 気 

くば しょうこ あしゅび うちがわ 

を 配って る 証拠な の。 さあ さ、 そんなに 趾 を 内側に 

ま そだ あひる こ とう 

曲げないで。 育ちの いい 家鴨の 子 は そのお 父さん やお 

か あ あし ひろ 

母さんみ たいに、 ほら、 こう 足 を 広く はなして ひろげ 

くび ま い 

る もんな の だ。 さ、 頸 を 曲げて、 グヮッ つて 言って 

ごら 1 

あひる こたち い とお 

家鴨の 子 達 は 言われた 通りに しました。 けれども ほ 

あひるた ち み い 

かの 家鴨 達 は、 じろ つと そっち を 見て、 こう 言う ので 

した。 

ひと かえ ほか くみ き 

「ふん、 また 一 孵り、 他の 組が やって来 たよ、 まるで 



わたしたち た なん よう 

私達 じゃま だ 足りない か 何ぞの 様に さ！ それに ま 

あ、 あの 中の 一羽 は 何て 妙ち きりんな 顔 をして るん 

だろう。 あんなの ここに 入れて やる もんか ご 

い おも と つ ぜん わと だ き 

そう 言った と 思う と、 突然 一羽 跳び出して 来て、 そ 

れの 頸のと ころ を嚙ん だのでした。 

なに 

「I？ をな さるんで す。 」 

と、 母親 は どなりました。 

なん わる こと お ぼ な 

「これ は 何にも 悪い 事 をした 覚えなん か 無い じゃあり 

ません かご 

ず だ、，， ぉぢ す み 

「そうさ。 だけど あんまり 図体が 大き 過ぎて、 見つ と 

もない 面して るから よご 



いじわる あひる い かえ 

と、 意地悪の 家鴨が 言い返す のでした。 

「だから 追い出しち まわ なきや ご 

そば れい あか あし 

すると 傍から、 例の 赤い きれ を 脚に つけて いる 

としょり あひる 

年寄 家鴨が、 

ほか こども よ 

「他の 子供さん はずい みんみんな きりょう 好し だね え、 

わ ほか か あ 

あの 一羽の 他 は、 みんなね。 お母さんが あれ だけ、 も 

う 少し どうにか 善くしたら よさそう な もんだ のに ご 

くち だ 

と、 口を出しました。 

およ こと お くが たさ ま 

「それ はとても 及び ませぬ 事で、 奥方 様 ご 

ままお- 0> こた 

と、 母親 は 答えました。 

まった よ 

「あれ は 全くのと ころ、 きりょう 好し では ございま 



まことよ せいしつ およ 

せぬ。 しかし 誠に 善い 性質 を もってお リ ますし、 泳 

ほか こたち 

ぎ をさせます と、 他の 子 達く らい、 いや それより 

じょうず いた わたし かんが 

ずっと 上手に 致します。 私の 考えます ところでは あ 

れも 日が 経ちます につれ て、 美しくな りた ぶんから 

だ も 〔# 「からだ も」 は 底本で は 「かち だ も 匕 小さくなる 

こと たまご なか なが 

事で ございましよう。 あれ は 卵の 中に あまり 長く 

はい なみ できあが 

入って おりました せいで、 からだつきが 普通に 出来 上 

ら なかった ので ございま すご 

い ははおや こ あひる くぴ な はね なめら 

そう 言って 母親 は 子 家鴨の 頸 を 撫で、 羽 を 滑 かに 

平らに してやりました。 そして、 

「何しろ こり や 男 だもの、 きりょう なんか 大した 事 



ました。 

あさ のが もた ち お みし もの 

朝に なって 野 鴨 達 は 起きて みます と、 見知らない 者 

き め 

が 来て いるので 目 をみ はりました。 

いったい きみ しゅるい かも 

「 一 体 君 はどうい う 種類の 鴨な のかね ご 

い こ あひる まわ あつ き 

そ う 言 つ て 子 家鴨 の 周りに 集まつ て 来ました。 

こ あひる あたま さ で き うやう や 

子 家鴨 は みんなに 頭 を 下げ、 出来るだけ 恭しい 

ようす たず こと たい 

様子 をして みせ ましたが、 そう 訊ねられた 事に 対して 

へんとう で き のが もた ち 

は 返答が 出来ませんでした。 野 鴨 達 は 〔# 「野 鴨 達 は」 

は 底本で は 「野 鴨 達に 匕 彼に 向って、 

きみ かお 

「君 はずい ぶん みっともない 顔 をして るんだ ねえ ご 

と、 升い、 



きみ ぼくたち なかま よめ い 

「だが ね、 君が 僕達の 仲間 をお 嫁に くれ つ て 言い さえ 

きみ かお 

しなけ リゃ、 まあ 君の 顔つきく らい どんな だ つて、 こつ 

ち は 構わない よご 

と、 つけ 足しました。 

かわい こ あひる よめ もら 

可哀 そうに！ この 子 家鴨が どうして お嫁さん を 貰 

こと 力ん 力 力. St 力ま な 力 

う 事な ど 考えて いたでしょう。 彼 はた だ、 蒲の 中に 

ね たくち みず の ゆる 

寝て、 沢地の 水 を 飲む の を 許されれば たくさんだった 

ふ つか たくち くら 

のです。 こうして 二日ば かりこの 沢地で 暮 しています 

わがん き 

と、 そこに 二 羽の 雁が やって来ました。 それ はま だ 

たまご で いく ひ た こがん たい 

卵から 出て 幾ら も 曰の 経たない 子 雁で、 大 そうこ ま 

もの い つぼう こ あひる むか い 

しゃくれ 者でした が、 その 一 方が 子 家鴨に 向って 言う 



ポンポン、 その 音 は 〔# 「その 音 は」 は 底本で は 「その 

者 は 匕 遠くで 涯 しなく こだまして、 たくさんの 雁の 群 

い つ がま なか と た おと 

は 一 せいに 蒲の 中から 飛び立ちました。 音 はなお も 

しほうはっぽう た ま ひび き かりうど 

四方八方から 絶え間な しに 響いて 来ます。 狩人が この 

たくち かこ なか き えだ こし 

沢地 をと り 囲んだ のです。 中には 木の 枝に 腰かけて、 

うえ みずくさ のぞ りょうじゅう で あお 

上から 水草 を視 くの も ありました。 獵 銃から 出る 青 

けむ リ くらい き うえ くも よう た 

い 煙 は、 暗い 木の 上 を 雲の 様に 立ちのぼりました。 

すいじょう わた むこ き おも 

そして それが 水上 を 渡 つ て 向う へ 消えた と 思う と、 

いく ひき リょ うけん みずくさ と こ き くさ ふ 

幾 匹 かの 獵 犬が 水草の 中に 跳び 込んで 来て、 草 を 踏 

お ふお すす い かわい こ あひる 

み折リ 踏み 折り 進んで 行きました。 可哀 そうな 子 家鴨 

かれ はね した あたま かく 

が どれ だけび つくりし たか！ 彼が 羽の 下に 頭 を 隠 



あたま うえ つづ じゅう おと 

はなお も その 頭の 上で はげしく 続いて、 銃の 音が 

みずくさ とお ひび 

水草 を 通して 響き わたるの でした。 あたりが すっかり 

静まりき つたの は、 もう その 日 も だいぶん 晚く なって 

あう こ ぁ少る 5 ご 

からでし たが、 そうな つても まだ 哀れな 子 家鴨 は 動 こ 

なんじかん すわ ようす み 

うとし ませんで した。 何時間 かじつと 坐って 様子 を 見 

ていねい べん みまわ 

てい ましたが、 それから あた リを 丁寧に もう 一 遍 見廻 

のち た あが こんど ひじょう はや に だ 

した 後 やっと 立ち上って、 今度 は 非常な 速さで 逃げ出 

はたけ こ ぼくじょう こ はし い 

しました。 畑 を 越え、 牧場 を 越えて 走って 行く うち、 

あらし き こ あひる ちから しの 

あたり は 暴風雨に な つ て 来て、 子 家鴨の 力で は、 凌い 

い ようす ひぐ がた 

で 行けそう もない 様子に なりました。 やがて 日暮れ 方 

かれみ こやまえ き いま 

彼 は 見すぼらしい 小屋の 前に 来ました が、 それ は 今に 



たお がわ たお まよ 

も 倒れそう で、 ただ、 どっち ft に 倒れようかと 迷って 

いるた めにば かりま だ 倒れずに 立って いる 様な 家で し 

い っぽう こ あひる 

た。 あらし はます ますつ のる 一方で、 子 家鴨に はもう 

ひとあし い かれ こ や 

一 足 も 行けそう も なくなりました。 そこで 彼 は 小屋の 

まえ すわ み と ちょう つが い ひと 

前に 坐り ましたが、 見る と、 戸の 蝶番が 一 つなくな つ 

と しま した 

ていて、 そのために 戸が きつち リ閉 つてい ません。 下 

ほう こ あひる み すべ こ 

の 方で ちょうど 子 家鴨が やっと 身 を 滑り込ませられる 

す こ あひる しず 

くらい 透いで いるので、 子 家鴨 は 静かに そこから しの 

ばん あらし さ こと 

び 入り、 その 晚は そこで 暴風雨 を 避ける 事に しました。 

こ や ひと リ おんな ぴき おねこ わ 

この 小屋に は、 一人の 女と、 一匹の 牡猫と、 一羽の 

めんどり す ねこ おんな ごしゅじん 

牝鶏と が 住んで いるので した。 猫 はこの 女御 主人から、 



「枠 や ご 

よ だいご もの せなか 

と、 呼ばれ、 大の御 ひいき 者でした。 それ は 背中 をぐ 

たか のど な "きゃくな 

いと 高く したり、 喉 を ごろごろ 鳴らしたり 逆に 撫で 

け ひこ だ こと で き めんどり 

られ ると 毛から 火の 子 を 出す 事まで 出来ました。 牝鶏 

あし みじか 

はとい うと、 足が ばかに 短い ので 

「ちんち くりん ご 

あだな もら たまご う 

と、 いう 綽名 を 貰って いました が、 いい 卵 を 生む ので、 

おんな ごしゅじん むすめ よう かわい 

これ も 女御 主人から 娘 の 様に 可愛がられて いるので 

した。 

あさ はい き みょう ほうもんしゃ 

さて 朝に なって、 ゆうべ 入って 来た 妙な 訪問者 は 

すぐ 猫 達に 見つけられて しまいました。 猫 は ごろごろ 



のど な めん どリ な 

喉 を 鳴らし、 牝鶏 は クック ッ 鳴きた てはじめました。 

「何 だね え、 その 騒ぎ は ご 

ば あ へや じゅう みまわ い め 

と、 お婆さん は 部屋 中 見廻して 言い ましたが、 目が ぼ 

こ. &ひる さ と *■」 

ん やりして いるもの ですから、 子 家鴨に 気がついた 時、 

うち まよ き 

それ を、 どこかの 家から 迷って 来た、 よく ふとった 

あひる おも 

家鴨 だと 思 つ てし まいました。 

ぎ 

「いい ものが 来た ぞご 

と、 お婆さん は^いました。 

「牡 家鴨で さえな けり やい いんだが ねえ、 そうす リゃ 

あひる たまご て はい ようす み 

家鴨の 卵が 手に入る という もんだ。 まあ 様子 を 見て 

て やろう ご 



こ あひる ため しゅうかん す こと 

そこで 子 家鴨 は 試しに 三 週間ば かり そこに 住む 事 

ゆる たまご ひと うま わけ 

を 許され ましたが、 卵なん か 一 つ だって、 生れる 訳 は 

ありませんでした。 

うち ねこ しゅじん よう めんどり しゅじん 

この 家で は 猫が 主人の 様に ふるまい、 牝鶏が 主人の 

様に 威張って います。 そして 何かとい うと 

われわれ せかい 

「我々 この 世界 ご 

と、 一一 iln うのでした。 それ は 自分 達が 世界の 半分ず つ だ 

おも ひ めんどり こ あひる 

と 思って いるから なのです。 ある 日 牝鶏 は 子 家鴨に 

も 力 

向って、 

まえ たまご う 

「お前さん、 卵が 生める かね ご 

と、 尋ねました。 



あたたか ひ ひか リ かぜ と すきま まいにち はい よう 

温 い 日の 光 や、 そよ風が 戸の 隙間から 毎日 入る 様 

こ あひる みず うえ およ 

になり、 そうなる と、 子 家鴨 はもう 水の 上 を 泳ぎた く 

およ たま きもち わ だ き 

て 泳ぎ たくて 堪らない 気持が 湧き出して 来て、 とうと 

う 牝鶏に うちあけて しまいました。 すると、 

「ばかな 事 をお 言いで ない よご 

めんどり ひとくち 

と、 牝鶏 は 一 口にけ なしつ ける のでした。 

まえ こと 

「お前さん、 ほかにす る 事がない もんだ から、 ばかげ 

く-つ そ-つ よ-つ のどなら 

た 空想ば つかしす る 様になる のさ。 もし、 喉 を 鳴した 

たまご う でき かんが とお 

り、 卵 を 生んだり 出来れば、 そんな 考え はすぐ 通り 

過ぎち ま うんだ がね ご 

みず うえ およ まわ じっさい ゆかい 

「でも 水の 上 を 泳ぎ 廻る の、 実際 愉快なん です よご 



と、 子 家鴨 は 一 いいかえしました。 

みず なか あたまう ぇス la- 

「まあ 水の 中に くぐって ごらんなさい、 頭の 上に 水 

あた きもち 

が 当る 気持の よさったら！」 

きもち まえき ちが 

「気持が いいだって！ まあお 前さん 気で も 違った の 

たれ かしこ ねこ おんな ごしゅじん 

かい、 誰よりも 賢 いこ この 猫さん にで も、 女御 主人に 

き みず なか およ あたま うえ みず 

でも 訊いて ごらんよ、 水の 中 を 泳いだり、 頭の 上 を 水 

とお きもち 

が 通る のがい い 気持 だなん て おっしゃる かどう かご 

めんどり やっき い こ あひる 

牝鶏 は 躍 気になつ てそう 言う のでした。 子 家鴨 は、 

ぼく きもち わか 

「あなたに や 僕の 気持が 分らな いんだ ご 

と、 答えました。 

わか こと かんが 

「分らない だって？ まあ、 そんなば かげた 事は考 



うえ およ まわ 

上 を 泳ぎ 廻って いなければ なりませんでした。 けれど 

よごとよ ごと およ ばしょ せま いつぼう 

も 夜毎々々 に、 それが 泳げる 場所 は 狭くなる 一 方で し 

かた かた こお 

た。 そして、 とうとう それ は 固く 固く 凍って きて、 

こ あひる うご みず なか こお リ わ よう 

子 家鴨が 動く と 水の 中の 氷 がめ りめ り 割れる 様に 

こ あひる ばしょ こお リ と 

なった ので、 子 家鴨 は、 すっかり その 場所が 氷で、 閉 

ようち からかぎ あし みず 

ざされ てし まわない 様 力 限り 脚で 水 をば ちゃば ちゃ 

搔 いていなければ なりませんでした。 そのうち しかし 

まった つか ことで き 

もう 全く 疲れき つてし まい、 どうす る 事 も 出来ずに 

みず なか ここ 

ぐ つ たりと 水の 中で 凍えて きました。 

よくあさ はや ひと リ ひゃくしょう 

が、 翌朝 早く、 一人の 百姓が 〔# 「百姓が」 は 底本 

では 「百 性が 匕 そこ を 通りかかって、 この 事 を 見つけ 
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ている のに 気がついた のでした。 それ は、 お日様が 

あたたかて み ひば リ うた き 

温く 照って いるの を 見たり、 雲雀の 歌 を 聞いたり し 

はる 

て、 もうあたり がすつ かりきれ いな 春に なって いるの 

を 知りました。 すると この 若い 鳥 は 翼で 横腹 を搏っ 

まった かれ そら 

てみ ましたが、 それ は 全くし つかりし ていて、 彼 は 空 

たか のぼ つばさ かれ 

高く 昇り はじめました。 そして この 翼 は どんどん 彼 

まえ まえ すす かれ 

を 前へ 前へ と 進めて くれます。 で、 とうとう、 まだ 彼 

むがむちゅう あいだ おお にわ なか き 

が 無我夢中で いる 間 に 大きな 庭の 中に 来て しまい ま 

りんご き いま はな かぐ 

した。 林檎の 木 は 今 いっぱいの 花 ざ かリ、 香 わしい 

にわ どこ よう しばふ まわ なが おがわ うえ 

接骨木 は ピロ ー ドの 様な 芝生の 周り を 流れる 小川の 上 

なが みどり えだ た なに はる 

に その 長い 緑の 枝 を 垂れて います。 何もかも、 春の 



とき とり じぶん した す みず なか 

が、 その 時、 鳥が 自分の すぐ 下に 澄んで いる 水の 中 

ス なん じぶん すがた 

に 見つけた もの は 何でしたろう。 それ こそ 自分の 姿 

ではありません か 〔# 「ありま せんか」 は 底本で は 「ぁリ 

け つ 

ません が」 r けれども それが どうでしょう、 もう 決し 

いま 

て 〔# 「決して」 は 底本で は 「決しで 匕 今 は あの くすぶつ 

はいいろ み いや よう まえ すがた 

た 灰色の、 見る の も 厭になる 様な 前の 姿で はない の 

じょうひん うつく はくちょう 

です。 いかにも 上品で 美しい 白鳥 なのです。 

ひゃくしょうや に わ 

百姓家 の 〔# 「百姓家の」 は 底本で は 「百 性 家の 匕 裏庭 

あひる す なかう ま はくちょう たまご 

で、 家鴨の 巣の 中に 生れよう とも、 それが 白鳥の 卵 

かえ いじょう とリ うま なん 

から 孵る 以上、 鳥の 生れつきに は 何の かかわり もない 

はくちょう いま いま 

のでした。 で、 その 白 .It は、 今と なって みると、 今 ま 



あたら き 

「新しく、 ちがった のが 来て るぜご 

そう 教えた もので したら、 みんな は 大喜びで、 お 父 

か あ こおどり か い 

さんやお 母さんの ところへ、 雀躍し なが ら馳け て 行き 

ました。 

はくちよ う 

「ちがった 白鳥が 〔# 「白鳥が」 は 底本で は 「白鳥 か 匕 

あたら き 

いま— す、 新しい のが 来たんで— すご 

くちぐち こと さけ 

口々 に そんな 事 を 叫んで。 それから みんな もっとた く 

か し もら き みず な い 

さんの パンやお 菓子 を 貰って 来て、 水に 投げ入れ まし 

た。 そして、 

r 新しい のが 1 等 きれいだ ね、 若くて ほんと にいい 

ね ご 
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ためました。 

その 際、 次の 書き換え を 行いました。 

「或丄 ある 余り 丄 あまり 一向 ふいつこう 一旦 丄 

いったん 中 ふうち f か 却って ふかえ つて か 

も 知れない ふか もしれ ない 位 ふくらい 此処 丄 ここ 

此の— この 随分— ずいぶん 直ぐ— すぐ 其処— そ 



こ 其 • 其の i その 其 中 ふそのう ち 大分 ふだい 

ぶ • だいぶん 沢山 ふたくさん 唯丄 ただ 多分 ふた 

ぶん 為 ふため 段 々ふだん だん 丁度 ふちょう ど 

一寸 ふちよ つと て 居る ふて おる 何丄ど 何処 丄ど 

こ 鬼に 角丄 とにかく 程丄 ほど 益 々ふます ます 

又— また 迄 ふまで 間もなく 丄 まもなく 余つ ぼ ど 

ふよつ ぼ ど」 
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